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７
月
の
燃
や
す
ご
み
搬
入
量
は
、
６

月
搬
入
量
お
よ
び
前
年
の
同
月
よ
り
増

加
し
て
い
ま
し
た
。
ご
み
の
量
が
増
加

す
る
と
処
理
費
な
ど
の
負
担
が
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
小
さ
な
取
り
組
み
で
も

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
ご
み
は
減

量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

新
聞
・
雑
誌
・
缶
・
ビ
ン
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
資
源
物
は
地
域
の
集
団
回
収

（
廃
品
回
収
）
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源

を
活
用
し
た
地
域
社

会
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
（「
障
害
者
虐
待

の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」）
は
、
虐
待
に

よ
っ
て
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び

や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
）
な
ど
の
あ
る
人
で
、

障
害
や
社
会
的
障
壁
に
よ
っ
て
、
日
常

生
活
ま
た
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限

を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
障
害
者
虐
待
の
種
類
】

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を

次
の
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

⑴ 

養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

⑵ 

障
害
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障

　

 

害
者
虐
待

⑶ 

使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

【
通
報
義
務
】

　

障
害
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人
に
は
、

市
町
村
の
窓
口
へ
の
通
報
義
務
が
あ
り

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
早
め
の
対
応
や

支
援
が
、
問
題
の
早
期
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 10

月
１
日
施
行

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
新
た
に
レ
ジ
袋
有
料

化
の
取
り
組
み
を
始
め
る
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
㈱
永
江
団
地
店
と
菊
池
地
域
農
業

協
同
組
合
き
く
ち
の
ま
ん
ま
合
志
店
と
、

８
月
30
日
に
協
定
調
印
式
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

レ
ジ
袋
は
石
油
を
原
料
と
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
を
減
ら
す
こ
と
は
地
球
温

暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
ん
！
」
を
合
言
葉

に
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
80
％
以
上
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
有
料
化
事
業
所

・
㈱
熊
本
ハ
ロ
ー
デ
イ
菊
南
店

・
㈱
マ
ル
キ
ョ
ウ
合
志
店

・
コ
ー
プ
熊
本
学
校
生
活
協
同
組
合
合
志
店

・
熊
本
生
鮮
市
場
み
ず
き
台
店

・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
㈱
永
江
団
地
店

・
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合
き
く
ち
の

　

ま
ん
ま
合
志
店

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
、
県
で
は
10

月
の
１
カ
月
間
「
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
一
斉
行
動
参
加
店
で
、
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
（
有
料
化
）、「
レ

ジ
袋
は
必
要
で
す
か
」
と
の
声
か
け
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
に
よ
り
、
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
一
斉
行
動

参
加
店
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
（
３
３
３
）
２
２
７
７

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課  

障
が
い
福
祉
班

（
西
合
志
庁
舎
）
☎(

２
４
２)

１
１
４
９

家庭から出る燃やすごみの量 単位：㎏

７月分 前月比 前年比

ごみ排出量 870,250 +52,780 +79,490

１世帯当たり
のごみ排出量 40.86 +2.29 +2.93

１人当たりの
ごみ排出量 15.24 +0.86 +1.14

※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集車で搬入さ
れるごみと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ご
みは含んでいません。

環境通信
E n v i r o n m e n t

問い合わせ先

環境衛生課（合志庁舎）☎ 248-1202E n v i r o n m e n t

環境通信
問い合わせ先

環境衛生課（合志庁舎）☎ 248-1202

レ
ジ
袋
有
料
化
に
関
す
る
協
定
調
印
式

燃
や
す
ご
み
の
量
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
は
大

き
く
相
談
活
動
と
啓
発
活
動
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
内
だ
け
で
な
く
熊
本
地
方

法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
管
内
、
特
に
西
原

村
・
大
津
町
・
菊
陽
町
・
合
志
市
の
委
員

は
啓
発
活
動
に
お
い
て
は
協
力
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
全
員
が
３
つ
の
部
会
（
子

ど
も
人
権
部
会
・
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
部
会
・
社
会
福
祉
部
会
）
に
分
か
れ
、

私
は
子
ど
も
人
権
部
会
に
所
属
し
て
い
ま

す
。

　

７
月
27
日
は
西
原
村
の
保
育
園
の
要
請

を
受
け
て
、
人
権
出
前
教
室
に
出
か
け
ま

し
た
。
前
半
は
、
年
長
組
（
53
人
）
で
は

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
不
思
議
な
ク
レ
ヨ
ン
」
と
、

年
中
組
（
63
人
）
で
は
、「
勇
気
あ
る
ホ

タ
ル
と
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
と
い
う
、
そ

れ
ぞ
れ
年
齢
に
あ
っ
た
人
権
感
覚
を
養
う

に
ふ
さ
わ
し
い
15
分
程
度
の
ビ
デ
オ
を
視

聴
し
、
感
想
や
意
見
な
ど
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
65
歳
か
ら
の
老
齢
基
礎
年

金
の
ほ
か
に
、
不
測
の
事
態
に
備
え
た
障
害

基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が

い
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
年
金
額

　
　

９
８
３
、１
０
０
円
（
１
級
）

　
　

７
８
６
、５
０
０
円
（
２
級
）

　

※
子
ど
も
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り

　
　

ま
す
。

　
　

子
ど
も
１
人　

２
２
６
、３
０
０
円

　
　

３
人
目
以
降　
　

７
５
、４
０
０
円

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
や
「
子
」
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
年
金
額

　
　

１
、０
１
２
、８
０
０
円

　
（
子
が
１
人
い
る
妻
の
場
合
）

　

後
半
は
、
一
緒
に
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、

人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま

も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
交
流

し
ま
し
た
。
こ
の
集
会
の
た
め
に
作
ら
れ

た
替
え
歌
〝
な
か
よ
く
す
る
の
は
楽
し
い

な
〞
と
い
う
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
元
気
に
全

員
で
歌
っ
て
集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
質

問
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
市
で
は
初
め
て
、
合
生
文
化
会

館
で
行
な
わ
れ
た
子
ど
も
会
の
集
ま
り
で

「
白
い
魚
と
サ
メ
の
子
」
の
紙
芝
居
を
利
用

し
て
出
前
教
室
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
部
会
は
、
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
で
ビ
デ
オ
を
視
聴
後
、
意
見
交
換
と

交
流
を
し
ま
し
た
。

　

法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
と
市
の
人
権
啓

発
教
育
課
に
は
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
ビ

デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
紙
芝
居
な
ど
教
材
が
そ

ろ
え
て
あ
り
ま
す
。
要
請
が
あ
れ
ば
出
前

講
座
に
出
か
け
ま
す
。
ま
ず
、
法
務
局
阿

蘇
大
津
支
局
に
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
人
ひ
と
り

の
人
権
・
命
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
、
微
力
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
妻
に
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
子
ど
も
の
人

数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
が
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
受
給
の
要
件

　

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す

る
ま
で
の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の

２
以
上
の
期
間
に
お
い
て
、
保
険
料
が
納
付

ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、も
し
く
は
、

初
診
日
ま
た
は
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
を
守
っ
て
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
と
き
は
、
免
除
制
度
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の
障
が
い

や
死
亡
の
場
合
に
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
か
ら
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
ら
し
を
支
え
る 

基
礎
年
金

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

国
保
年
金
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎(

２
４
２)

１
１
８
３

　
　
　
　
　
　
　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎(

３
５
３)

０
１
４
２

人権擁護委員
上 村 久 枝

〜
障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
〜

人
権
よ
も
や
ま
話
秋号


